
 

 

岩瀬：株式会社テイクアンドギヴ・ニーズの岩瀬でございます。2025 年 3 月期、第 3 四半期の決算につ

いてご説明いたします。 

 

最初に、決算のポイントをエグゼクティブサマリーとしてまとめております。 

1 点目、以前から申し上げておりますとおり、広告投資を強化した結果、婚礼受注が伸びております。足

元 1 月から 2 月の問合せ数は、前年同時期比 103.4%、受注数は 103.1%と 100%を超過しております。2

点目、今期は広告費など投資先行のため、第 3 四半期まで前年比減益となっていますが、第 4 四半期以

降、増益に反転する見込みです。その前提として、ホテル事業の稼働率、ADR、婚礼事業の婚礼単価な

ど、各種 KPI は好調です。3 点目、2025 年 1 月 8 日に発表いたしましたとおり、2025 年 3 月期期末の配

当を 10 円から 30 円に上方修正しております。同時に、株主還元方針の強化も発表しています。 

それでは、第 3 四半期の詳細をご説明いたします。 
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ご覧のとおり、第 3 四半期は前年比増収減益となりました。期初から申し上げておりますとおり、婚礼事

業の取扱件数は前年比で大きくマイナスしておりますが、婚礼単価が伸びていること、また、昨年 9 月に

オープンした TRUNK HOTEL YOYOGI PARK の稼働も含め、ホテル事業の ADR や稼働率が好調であるこ

と。加えて、レストラン事業、婚礼運営受託事業などその他の事業も好調であり、増収となりました。 

一方で、販売管理費は婚礼事業の減価償却費、人件費などの増加、また、先ほどサマリーでも申し上げま

したが、今期は第 2 四半期から受注強化のために広告出稿を主とした投資を実施して、コストが先行して

おりますため、減益となりましたが、その投資効果により受注が回復していることから、第 4 四半期は前

年比増益見込みであり、通期の業績予想は据え置きといたします。 

第 1 四半期から申し上げておりますとおり、経常利益の前年比と四半期純利益の前年比に大きく差異がご

ざいますが、これは固定資産の譲渡による譲渡益が 4 億 6,900 万円発生し、特別利益を計上しているため

です。 
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営業利益の前年比詳細をグラフにまとめました。 

婚礼の取扱件数減少の影響が 14 億 4,300 万円と大きく、5 億 7,000 万円ほど婚礼単価の向上で補完いたし

ましたが減益となりました。ホテル事業などは好調で 10 億 2,100 万円の増益となりましたが、広告投資

など販売管理費の増加を含めグループ全体では減益となっています。 

第 4 四半期以降はご覧のとおり、増益に転じる見込みです。 
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先ほどからご説明しております受注回復の状況に関して、詳細をご説明いたします。 

第 2 四半期以降、一定の広告投資が受注にプラスの影響を及ぼすと判断し、投資を強化いたしました。結

果、グラフのように、第 3 四半期は問合せ数前年比 103.9%、受注数 100.1%、直近足元の 1 月、2 月は問

合せ数前年比 103.4%、受注数は 103.1%と上昇傾向になっております。 

 

受注残組数の状況はご覧のとおりです。 

前回ご報告時点では、第 4 四半期は前年比 101.5%でしたが、受注の増加に伴い、現在は 105.1%となって

います。今回から来期の受注残組数を開示しておりますが、季節性変動もありながらも受注を積み上げて

います。 
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広告投資に加え、問合せ数増加のためのリニューアルも引き続き行っています。 

 

婚礼単価は、ついに累計で 400 万円を超過いたしました。 

前年同期比では 103.4%となっています。付加価値の高い商品づくりや招待客数の向上はもちろんです

が、当社では打ち合わせにシステムを導入し、そのシステムによる販売促進も功を奏しています。お客様

一人ひとりにマイページをお持ちいただき、そのマイページ上でお客様の趣向に合った商品がレコメンド

されるなど、販売促進が体系化されていることも成功要因の一つとなっています。 
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引き続き、海外のお客様からの問合わせも増えています。今期、既に受注している件数は、前年同期比で

180%となっています。オートクチュールデザインチームが手がける海外富裕層のお客様の結婚式は、平

均単価が 1,000 万円を超過する規模のものが多くございます。 

 

自社施設ではなく、他社様の施設の婚礼運営受託も推進しております。 

2025 年 2 月から、新たに福岡の西鉄グランドホテル様から婚礼部門の運営をお任せいただけることにな

りました。 
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婚礼運営受託の受注残組数も順調です。現時点で、前年同時期比 114.6%となっています。 

 

ここからは、ホテル事業に関してご説明いたします。 

各種 KPI は、ご覧のとおり極めて好調です。非常に高い稼働率を維持しながら、1 号店である TRUNK 

HOTEL CAT STREET の ADR は、前年同期比 6,763 円プラスの 8 万 7,292 円となっています。2 号店であ

る TRUNK HOTEL YOYOGI PARK は、95.3%という高い稼働率を維持しながら、ADR も 8 万 8,679 円の

高水準を維持しています。 
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TRUNK HOTEL が高い稼働率、ADR を実現できている一つの要因として、海外での認知が高く、宿泊客

の外国人比率が高いというものがあります。 

その理由は、一般的な広告や宿泊予約サイトでの集客に頼るのではなく、世界的なアワードを受賞し、そ

のニュースが各地のメディアに掲載され、情報の拡散を図るという独自の PR 戦略に成功しているためで

す。 

 

前回、TRUNK が世界的なアワード AHEAD Asia にて最優秀賞となり、HOTEL of the Year 2024 を受賞し

たことはお伝えいたしましたが、Asia だけではなく、AHEAD America、Europe など全世界の受賞ホテル

における最高栄誉賞 AHEAD Global にこの度選出され、TRUNK HOTEL YOYOGI PARK は第 4 位を受賞

いたしました。日本のホテルとしては、AHEAD Global で Top10 入選は初めてのことになります。 
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今後の出店予定に変更はございません。引き続き、出店開発を推し進めてまいります。 
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ここからは、連結計算書についてご説明いたします。 

売上高 354 億 2,200 万円、前年比 1 億 4,800 万円の増収、売上総利益 236 億 8,800 万円、前年比 2 億

4,300 万円の増益となりました。利益率の高いホテル事業が大幅に伸びている影響で、グループ全体のト

ップラインを稼ぐ力は強くなっています。 

今後の増益のため追加投資を実施したこともあり、販売管理費は前年比 13 億 2,600 万円増加し 207 億

9,200 万円、営業利益 28 億 9,500 万円、経常利益 24 億 5,500 万円、親会社株主に帰属する四半期純利益

は 17 億 4,400 万円と、いずれも現時点では前年比減益となっています。 
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続いて、国内ウェディング事業の詳細です。 

当セグメントの売上高は、前年同期比 7,400 万円減の 343 億 1,300 万円、取扱件数は、前年同期比 621 件

減少し 7,194 件、単価は平均人数が 0.8 名増加したことに加え、販売促進も順調なため、前年同期比約 13

万円増の 403 万 4,000 円となりました。 

売上総利益は、前年同期比 1 億 500 万円増の 231 億 1,600 万円、営業利益は、11 億 500 万円減の 41 億

6200 万円となっています。 
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連結の貸借対照表はご覧のとおりです。 

不動産の売却や優先株式の取得・消却など総資産が約 26 億円減少し、資産のスリム化、財務体質の改善

を図っています。 

 

負債・純資産の部は以下のとおりです。 

有利子負債は前期末に比べて約 14 億円減少、引き続き計画的に返済できています。 
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2025 年 3 月期の期末配当予想に関しては、1 月 8 日に発表いたしましたとおり、10 円から 30 円に上方修

正いたしました。 

 

株主還元方針に関しても、従来は安定的な配当額を維持するという方針に留まっていましたが、今後は配

当方針として、株主資本配当率 DOE 指標を導入し、DOE3%以上を目標と明示いたしました。 

2022 年 3 月期以降、順調に売上を増加し増益を重ねておりますが、これまで同様に確実に利益剰余金を

積み上げれば来期以降も株主資本が増加し、継続的に増配ができる。そのことを鑑みて、DOE という方針
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を採用いたしました。配当性向よりも、利益の変動による影響を受けにくく、株主の皆様に安心して当社

の成長を応援していただけると考えています。 

 

ここからは、最近のトピックスをいくつかご紹介いたします。 

CDP 気候変動プログラムに参加し、B スコアを取得することができました。ソーシャライジングをコンセ

プトに掲げる TRUNK HOTEL CAT STREET を筆頭に、事業運営のさまざまな側面で環境に配慮した施策

を取り入れ、その取り組みを開示する姿勢が評価されたと考えています。 
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LGBTQ の方々にとって働きやすい職場づくりを実現することを目的に、任意団体 work with Pride 様が策

定されている指標、PRIDE 指標 2024 において、ゴールド認定を取得することができました。 

 

ダイバーシティー&インクルージョンに取り組む企業を認定・表彰する日本最大のアワード、D&I AWARD 

2024 において、アドバンス認定を取得することができました。 

  

                            

                   

                  

  

          

                                                        
                   

                                                         
                                                              
                                                      

                                                 

                                              
                   

                                                        
                                

                                             

                            

                       

               

  

          

                                          

                          

                                                
                                                      

                                                  

                                                       



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790      

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

15 
 

質疑応答 

 

岩瀬 [M]：最後に決算発表後、投資家の方々からいただいた代表的な質問に回答いたします。 

質問者 [Q]：一つ目の質問です。来期の業績をどのように考えているのか。 

岩瀬 [A]：開示いたしました受注残組数や足元の婚礼事業の受注の回復およびホテル事業の好調さから、

トップラインに関しては確実に明るい兆しが見えています。一方で、既に開示しておりますとおり、いく

つか閉店も決断しております。また、これからもまだまだ婚姻件数は厳しい状況が続くであろうと想定し

ておりますため、来期、再来期の受注を伸ばすための投資のアクセルをいつ踏むかという判断や、リニュ

ーアルまで大規模なものではなくても、設備のグレードアップやシステムの性能強化など、ホテル事業の

本格スタート前に実施しておきたい投資をいつ行うのか。これから難しくなっていく人員確保のための人

的投資をどこまで行うかといった長期的視点も必要な局面にあります。 

トップラインの伸長が期待できる中で、投資をどこまで実施するか、また株主の皆様にお約束している還

元もしっかり行わせていただく。それら全体のバランスを経営陣一同しっかり判断し、次の決算にてご説

明をさせていただけるよう、現在計画を策定中でございます。 

質問者 [Q]：二つ目の質問です。受注は今後も増加傾向が続くのか。 

岩瀬 [A]：広告投資が功を奏すということは一定の成果が出ており、手応えを感じています。しかしなが

ら、期を追うごとにベースが上がっていくため、その分伸び率の低減は必須であり、どこかで限界点が訪

れると想定して、どこが投資の損益分岐なのか、限界を迎えたときに、そのほかどういった選択肢で利益

を伸ばすのか、既に検討を始めています。 

広告投資の限界を見据えて、現在、広告投資をして受注している従来のターゲット層とは異なるセグメン

トへのアプローチやインバウンドへの広がりなど、次の展開をご期待いただけるよう、各種施策を進めて

まいります。 

質問者 [Q]：最後、三つ目のご質問です。新しく出店予定の三つのホテルは、今と同様なターゲット、客

室単価の想定なのか。 

岩瀬 [A]：出店する地域、周辺の環境によって、もちろん戦略は異なります。地域によっては、外国人の

方々に集中する形ではなく、日本人とインバウンド 50%ずつというような想定の場合もあるかもしれませ

ん。しかしながらどの地域においても、前提として高価格帯で高品質なブティックホテルというコンセプ

トであるため、その地域における高価格帯の客室単価を目指し、デザイン性に優れ、感度の高いお客様に

ご利用いただけるホテルという領域を目指していることには変わりございません。 
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以上でございます。引き続き、企業価値向上に向け尽力してまいります。最後までご視聴いただきありが

とうございました。 

［了］ 

______________ 

脚注 

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 

2. 会話は[Q]は質問、[A]は回答、[M]はそのどちらでもない場合を示す 
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